
《
質
問
》　
中
野
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
６
名
で
、
豊
田
地
域
に
は
1
人
担
当
が

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
を
発
信
し

た
り
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
し

た
り
す
る
隊
員
、
特
に
豊
田
地
域
の
担
当

を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
観
光
の
面
で

県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
る
隊
員
が

来
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

《
答
弁
》　
池
田
市
長
　
豊
田
地
域
で
は
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
「
困
り

ご
と
」
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
同
士
が
力

を
あ
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
力
を

し
な
が
ら
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊
田
地
域
の
隊
員
に
は
、
こ
の
手
助
け
や

後
押
し
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
一
つ
の
目

的
で
す
。
現
在
は
、
今
の
隊
員
が
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
増
員

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

《
質
問
》　
永
田
地
区
は
自
然
豊
か
で
、
日

本
の
ふ
る
さ
と
と
も
呼
ば
れ
る
場
所
で

す
。
統
合
後
の
永
田
小
学
校
跡
地
は
、
中

野
市
の
自
然
や
音
楽
な
ど
を
発
信
す
る
よ

う
な
施
設
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は
こ

の
永
田
小
学
校
を
小
さ
い
子
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
利
用
で
き
る
施
設
に
し
て
も
ら

う
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
自
然
豊

か
で
果
物
や
野
菜
の
生
産
も
盛
ん
な
こ
と

か
ら
、
道
の
駅
の
よ
う
に
野
菜
や
果
物
を

販
売
し
、
飲
食
も
出
来
る
よ
う
な
施
設
も

あ
る
と
、
中
野
市
民
は
も
と
よ
り
、
近
隣

市
町
村
の
方
や
県
外
の
観
光
客
な
ど
へ
の

ア
ピ
ー
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

《
答
弁
》　
池
田
市
長
　
永
田
地
区
は
唱
歌

「
ふ
る
さ
と
」
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
な
の

で
、
そ
う
い
う
地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
３
の
山
浦
さ
ん
に
お
答
え
し
た

と
お
り
、
皆
さ
ん
の
考
え
を
お
聞
き
し
な

が
ら
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
質
問
》　
永
田
地
区
は
唱
歌「
ふ
る
さ
と
」

が
生
ま
れ
た
場
所
で
す
。
高
速
道
路
の
イ

ン
タ
ー
も
近
く
、
観
光
客
が
来
る
に
も
便

利
で
す
。
こ
こ
に
、
市
民
や
観
光
客
が
立

ち
寄
っ
て
遊
べ
る
公
園
が
あ
る
と
、
中
野

市
の
良
さ
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
永
田
小
学
校
に
は
、
市
内
で
二
番
目

に
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
長
澤
さ
ん
が
提
案
し
た
施
設
に
隣
接
し

た
公
園
が
あ
る
と
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族

が
憩
う
場
所
に
な
り
ま
す
。
園
内
に
た
く

さ
ん
の
コ
ス
モ
ス
や
バ
ラ
な
ど
を
植
え
季

節
感
が
出
る
と
、
人
々
の
オ
ア
シ
ス
と
し

て
有
名
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

《
答
弁
》　
池
田
市
長
　
提
案
の
と
お
り
、

永
田
小
学
校
の
跡
地
に
公
園
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

方
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
憩
い
の
場
所

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
統
合
し
た
後
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

業
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
公
園
の
こ
と
も
含
め
て
よ
く
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域おこし協力隊の人数を増やし、
豊田地域にさらに人数をあててほしい

閉校後の学校利用について

市民や観光客が楽しめる
公園を永田地区に

豊井小学校

西
に し の

野　美
み お

陽　議員

永田小学校

長
な が さ わ

澤　矯
い さ み

海　議員

永田小学校

大
お お か わ

川　泰
た い と

斗　議員
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９ 広報 なかの ２０２０．1

　子ども議会に行って感じたことが２つあります。
　１つ目は、一人ひとりが中野市をより良いまちにしようとしてい
ることです。「自然や環境を守る活動を増やしてほしい」や「市民
や観光客が楽しめる公園」など、中野市のことだけではなく、他の
人のことも考えていてとてもいい考えだと思いました。
　２つ目は、みんなが中野市を大切に思っていることです。だから
こそ、いろいろ提案したりして、もっと暮らしやすく楽しい市にし
たいと思う気持ちが伝わってきました。
　１つでも多く、提案した意見が採用されればいいなと思いました。

　議長の席からは、議会全体がよく見えて緊張しました。豊井小学
校６年生は、社会科の学習で豊田地域や中野市のことを学習しまし
た。豊田ふるさとカフェや地域おこし協力隊のことなど地域に関わ
る課題について考え、地域の活性化策を提案することができました。
　市長さんには、豊井小学校の３つの提案に丁寧に答えてもらいま
した。提案を生かす部分だけでなく、提案通りではなかなか難しい
部分も教えてもらったことがとても勉強になりました。社会科で学
習したことを生かせたことで市政に提案できるという貴重な経験
ができて良かったです。これからも中野市がもっと住みよい場所に
なっていくようぼくたちにもできることを考えていきたいです。

　子ども議会に行って思ったことが２つあります。
　１つ目は、みんな中野市が好きで中野市を過ごしやすいまちにし
ようとしていることです。もう少しで合併してしまう学校の跡地を
地区のみんなが使える場所にしてほしいという意見や公園の設備を
良くしてほしいなど過ごしやすい中野市を目指していることがよく
わかりました。
　２つ目は、みんな中野市を大事に思っていることです。過ごしや
すくしたいという意見だけでなく、名産品のリンゴやキノコなどで
観光客をたくさん呼んで中野市を盛り上げたいという意見もたくさ
ん出ました。ぼくも、中野市を観光で盛り上げたいと思いました。

　市の職員だけでなく市民にも意見を述べてもらうという市の考え
はすばらしいと思いました。たくさんの意見を取り入れることは政
治の勉強でとても大切なことだと知りました。
　自分の小学校は、「閉校後の学校利用について」と「市民と観光
客が楽しめる公園を永田地区に」の２つの質問をしました。そこで
市長さんは分かりやすく市の考えや行っていることについて教えて
くれました。閉校後の学校をこわすのにも、残すのにもお金がかか
ることを初めて知りました。多く質問されたゴミの問題については、
市の人ばかりでなく、自分たちも地域でゴミ拾いをやってみたり、
市のゴミ拾いに参加すれば美しいまちづくりにつながると感じまし
た。

日野小学校　山
や ま ざ き

﨑 庵
い お り

璃さん

延徳小学校　松
ま つ み や

宮 昊
こ う し

さん

豊井小学校　小
こ ば や し

林 詢
し ゅ ん ぺ い

平さん

永田小学校　傳
で ん た

田 紗
さ や

弥さん

　子ども議会に参加してくれた子供たちは、中野市のことや
友達の意見に何を感じたのでしょうか？
　議長を務めてくれた４人が、子ども議会を通じて感じたこ
とやこれからの中野市への思いを話してくれました。
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